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震源断層の長さと面積
関
西
電
力
大
飯
原
発
（
福
井
県
）
な
ど
の
基

準
地
震
動
（
耐
窪
設
計
の
目
安
と
な
る
揺
む

が
、
計
算
式
の
不
備
が
原
因
で
過
小
評
価
さ
れ

て
い
る
可
能
性
を
原
子
力
規
制
委
員
会
璽
則
委

員
長
代
理
の
島
崎
邦
彦
・
東
京
大
名
誉
教
授

逓
窒
毒
が
指
摘
。
慌
て
た
規
制
委
が
島
崎

氏
か
ら
説
明
を
受
け
、
検
証
を
検
討
す
る
異
例

の
展
開
に
な
っ
た
。

一
元
規
制
委
の
島
崎
氏
指
摘

地
震
動
「
過
小
評
価
」
の
波
紋

断層面が垂直に近いほど
断層の面獄が小きくなる
ため､｢入倉･三宅｣の計算
式では過小評価になりや
すい

計算式不備審査の根幹揺れる
島
崎
氏
の
指
摘
が
重
要
な
新

知
見
と
確
認
さ
れ
れ
ば
、
規
制

委
の
審
査
基
準
改
定
や
、
一
部

原
発
の
再
審
査
も
必
要
に
な

る
。
だ
が
、
実
は
規
制
委
は
２

差
別
に
も
同
じ
問
題
を
指
摘
さ

れ
て
い
た
。
・

発
端
は
２
０
１
４
年
３
月
、

国
会
内
の
《
五
国
で
原
子
力
規
制

庁
の
ベ
テ
ラ
ン
審
査
官
を
長
沢

啓
行
・
大
阪
府
立
大
名
誉
教
授

（
工
一
垂
が
追
及
し
た
こ
と
だ

っ
た
。
震
源
断
層
の
面
積
か
ら

地
震
の
規
模
竃
震
モ
ー
メ
ン

上
を
見
積
も
る
計
算
式
は
、

北
米
の
地
震
デ
ー
タ
に
立
脚

し
、
日
本
の
原
発
で
適
用
す
る

と
過
小
評
価
に
つ
な
が
る
Ｉ
。

現
琵
基
準
地
震
動
の
計
算

で
は
、
断
層
面
積
を
重
視
す
る

入
倉
孝
次
郎
・
京
都
大
名
誉
教

授
〈
強
霞
動
地
震
学
）
ら
に
よ

る
「
入
倉
・
三
宅
」
の
計
算
式

笥
虚
０
Ｑ
Ｕ
Ｊ
ｒ
、
⑪
ｒ
私
電
型
、
″
ダ
ム
喜
匝
一
』
ｂ
Ｄ
ｈ
ｖ
ワ
、
固
し
』
屑
叩
加
郡
日
室
５
口
や
Ｐ
、

を
重
視
す
る
武
村
雅
之
・
名
古

屋
大
教
授
逓
震
学
）
に
よ
る

垂
豊
型
の
計
算
式
を
使
い
、

モ
ー
メ
ン
ト
を
求
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
大
飯
原
発
直
近

の
断
層
が
起
こ
す
地
震
を
想
定

す
る
と
、
同
じ
断
層
な
の
に
蚕

一
四
よ
り
も
「
入
倉
・
一
言
室

で
計
算
し
た
方
が
、
モ
ー
メ
ン

ト
が
小
さ
く
な
る
。
こ
の
た
め

基
準
地
震
動
を
小
さ
く
見
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
二
重
基

準
」
と
の
批
判
が
他
か
ら
も
出

て
い
た
。
．

答
え
に
窮
し
た
審
査
官
は
、

島
崎
委
員
長
代
理
ら
に
相
談
し

て
検
討
す
る
と
約
束
ｐ
そ
の
場

を
切
り
抜
け
た
。

審
査
官
か
ら
相
談
を
受
け
た

当
時
、
島
崎
氏
は
多
忙
で
時
間

的
余
裕
は
な
か
っ
た
。
雪
《
際
の

デ
ー
タ
に
合
う
の
は
武
村
と
入

倉
ｏ
三
宅
の
中
間
あ
た
り
だ
ろ

う
と
思
い
、
真
面
目
に
相
手
を

し
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
振
り
返

る
。
規
制
庁
に
検
討
を
指
示
し

た
も
の
の
、
報
告
は
な
か
っ
た
。

島
崎
氏
は
皿
年
９
月
の
退
任

ｆ
礼
‐
‐
ダ
》
一
髭
必
岬
品
慎
据
９
Ａ
ふ
ん
坐
室
ｐ
Ｄ
４
ｌ

業
を
始
め
た
。
過
去
の
デ
ー
タ

を
基
に
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
島

崎
氏
自
身
が
提
唱
し
た
計
算
式

や
畢
豊
型
な
ど
、
断
層
長
さ

に
注
目
し
た
手
法
に
比
べ
、
「
入

倉
・
三
宅
」
・
の
モ
ー
メ
ン
ト
が

４
分
の
１
程
度
と
小
さ
い
こ
と

に
気
付
い
た
と
い
う
。

島
崎
氏
は
、
長
沢
氏
の
指
摘

を
「
ポ
イ
ン
ト
を
突
い
た
議
論

だ
っ
た
」
と
話
す
。

霞
源
断
層
の
面
積
は
、
地
表

に
現
れ
る
「
断
層
長
さ
」
と
、

割
れ
て
揺
れ
を
生
じ
る
硬
い
岩

盤
の
厚
さ
「
断
層
幅
」
を
掛
け

て
計
算
す
る
。
垂
直
に
近
い
断

層
で
は
幅
が
短
く
な
る
た
め
、

長
さ
が
同
じ
で
も
面
積
が
小
さ

く
な
り
、
過
小
評
価
ど
な
る
危

険
が
高
い
。
こ
う
し
た
断
層
は

西
日
本
に
多
く
へ
島
崎
氏
が
担

当
し
た
関
電
の
大
飯
や
高
浜

蕎
井
星
、
九
州
電
力
の
玄

海
念
巻
畳
琴
な
ど
の
審
査
で

も
対
象
と
な
っ
た
。

島
崎
氏
は
今
月
、
大
飯
原
発

３
，
．
４
号
機
の
運
転
差
し
止
め

訴
訟
控
訴
審
（
名
古
屋
高
裁
金

勺
⑫
胃
再
工
に
蕊
》
，
Ｈ
１
に
Ⅱ
牟
赤
い
こ
い
仁
／
Ｕ
け
り
照
Ｔ
《

謡
を
提
出
。
規
制
委
が
島
崎
氏

の
指
摘
を
受
け
入
れ
る
と
、
各

地
の
訴
訟
に
も
影
響
が
及
ぶ
。

規
制
庁
幹
部
は
「
中
長
期
的
課

題
だ
」
と
、
対
応
を
先
送
り
し
た

い
と
の
本
音
を
の
ぞ
か
せ
る
。


